
＜別紙１＞ 

第三者評価結果報告書 

①第三者評価機関名 

よこはま地域福祉研究センター 

②施設・事業所情報 

名称：芙蓉保育園 種別：認可保育所 

代表者氏名：小林美智子 定員（利用人数）：   80（80）名 

所在地：横浜市戸塚区戸塚町3417                        

TEL：045-867-2441 ホームページ：http://www.momo.ed.jp 

【施設・事業所の概要】 

 開設年月日：2002年4月1日 

 経営法人・設置主体（法人名等）：社会福祉法人ももの会 

 職員数 常勤職員： 11  名 非常勤職員   19 名 

 専門職員 園長          1名 栄養士           １名 

保育士        21名 調理員           3名 

看護師         １名 事務員他          7名 

 施設・設

備の概要 

居室数       9室 設備等 

 保育室・事務室・保健室・給食室・

お話室・更衣室など 

③理念・基本方針 

(1)子どもの育とうとする力を信じ、環境を通じて保育を行います。                     

(2)「あそぶ」ことを保育の中心に置きます。                                    

(3）意志をもった一個の人格として子どもを尊重します。 

④施設・事業所の特徴的な取組 

・広い園庭で、草花、虫など自然物に.関わり、四季を感じながら、のびのびと身体を

動かして遊んでいます。土を運んだり、水を流したり子どもたちが自分で考え工夫し

て楽しめるようにしています。 

・食を通して生きる力を身に付け、食べ物を選ぶ力、食事を作る力を、栽培、調理、

当番などの食育活動を通して育んでいます。  

・地域の方や、近隣の保育園の友だちなど、様々な人と交流し、社会性を養いま

す。                                            

・子ども一人一人の特性を生かせるように、自由に好きな遊びができるような環境作

りをしています。            

・遊びの中から、子どもの「できた」の体験を友たちと共に喜び合い、思いやる心を

持った人間に成長できることを目指していま

す。                                             

・興味を持った遊びの中から子どもの「気づき」や「発見」を大切にしています。                   

・幼児クラスは縦割りの2クラスで過ごしています。 

⑤第三者評価の受審状況 

評価実施期間 

 

2023年4月1日（契約日） ～ 

2023年9月19日（評価結果確定日） 

受審回数（前回の受審時期）     2 回（ 2017年度） 

⑥総評 

◇特長や今後期待される点 

◆子どもたちは整えられた豊かな環境の中で主体的に自由に好きな遊びを楽しんでい

http://www.momo.ed.jp/


ます 

職員は子どもの主体性を大事にし、子どもたちは保育理念にあるように「遊ぶ」こと

を中心にした生活を送っています。園は広い園庭や保育室を子どもの年齢や発達に合

わせ、子どもの興味や関心、好奇心を満足させるような環境に整えています。子ども

たちの遊びが広がるようなおもちゃや教材、素材が豊富に用意され、子どもからのリ

クエストにも応え、コーナーや空間が作られています。子どもたちは自分の遊びたい

ことを自由に選び、十分遊び込む時間が保証されています。園庭では幼児が半分に割

られた竹を段の上から斜めに置き、水を流して玩具を転がしています。もっと早く流

すために、数人で力を合わせ高さや竹の位置を工夫しています。何回もやり直して満

足いく流れ具合になった時には子どもたちはハイタッチで喜びを表しています。保育

士は子どもたちが主体的に進めている時には危険がないように見守り、完成した時に

は工夫して出来たことに共感し、周囲の子どもにもその取組を知らせています。乳児

の水遊びでは洗濯板や石鹸水、スポンジが用意され、子どもたちはタオルを洗濯して

ゆすぎ、絞ってピンチに干したり、スポンジでおもちゃを洗ったり、繰り返し楽しん

でいます。子どもたちが遊びを楽しみながら発展させていくように保育士は言葉を掛

け、ともに育つ仲間と共感し協力し合いながら、生きる力を育くめるよう援助してい

ます。 

 

◆園のこれからを見据えて、計画的な改善の推進が期待されます 

園は今まで行われてきた保育運営を見直し、様々な面で改革を考え、順次推進しよう

としています。保育園向けアプリの導入で保護者の負担軽減やドキュメンテーション

の活用で保育内容を伝える取組、ICT化を進めることで職員の業務量の軽減を図って

います。保育に関する手順書、マニュアルの見直しや整備も取り組み始めています。

今後は見直した手順書やマニュアルの職員への周知、保育士同士の学び合いの機会の

確保、実践確認の仕組も構築することが望まれます。それとともに、職員が一層やり

がいを持って仕事に取り組めるよう、将来像を描けるキャリアビジョンの構築なども

期待されます。 

⑦第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント 

第三者評価を受審するにあたり、評価票を基に全職員で話し合いを行い、保育・運営

の内容の確認、見直し、共通理解が出来ました。 

この度の受審により、当保育園の良いところ、改善すべき課題等、多くのことに気づ

くことができました。良いところは引き続きさらに伸ばせるように、課題は急速に改

善を図るように努力してまいります。特に保護者の皆様のご意見・ご要望にしっかり

耳を傾け、迅速に対応できる体制の変革を図ると共に、業務運営全般についての厳

正・透明な処理に努め、保育理念を基に子どもを中心とした保育を、職員一同力を合

わせ、更なる向上を目指した保育・園運営をしていきたいと思います。 

お忙しい中アンケートにご協力頂いた保護者の皆様、評価をいただいた評価委員の

方々、ありがとうございました。 

 

⑧第三者評価結果 
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